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1979年3月 から1979年5月 までの間,九 州大学医学部付属病院泌尿器科および関連7施 設泌尿器科

において,複 雑性尿路感染症と診断された入院患者51例 にNetilmicinを1日 投与量150mgと200

mgの2群 に分けて投与し,そ の有効性 ・安全性について比較検討した。

臨床結果は,150mg/日 群では脱落4例 を除いた21例 中,著 効3例,有 効6例,無 効12例 で有効率

43%で あ った。200mg/日 群 では脱落2例 を除いた24例 中,著 効4例,有 効9例,無 効11例 で有効率

54%で あ った。細菌学的には,150mg/日 群では29株 中消失13株(45%),減 少1株(3%),存 続11

株(38%),交 代4株(14%)で あ り,200mg/日 群では37株 中消失22殊(59%),減 少1株(3%),

存続6株(16%),交 代7株(19%)で あった。

副作用に関しては,投 与症例中,ア レルギー症状,消 化器症状等の自他覚的異常を認めた例はなか

った。臨床検査値では,BUN上 昇1例 を150mg/日 群 に認め,GOT上 昇2例,GPT上 昇2例 を

200mg/日 群に認めた。

は じ め に

米国シェ リング社で開発 され た新 ア ミノ配糖体系抗生物質 で

あるNetilmicinはFig.1の よ うな 化学 構造式 を有 し,従 来

の抗緑膿菌作用 をもつ ア ミノ配糖体抗 生物質 と比較す ると,抗

菌作用 におけ る耐性バ ターンが 特異的で腎毒性,聴 器毒性が少

ないDと いわれてい る。 われ われ も本剤 の複 雑性尿 路感染症に

Fig. 1 Chemical structure of Netilmicin
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対する臨床効果と副作用を1日 投与量150mgと200mgの

2群 について比較検討したので報告する。

1.投 与対象および投与方法

昭和54年3月 から昭和54年8月 までの九州大学泌尿器

科,福 岡大学泌尿器科,宮 崎医科大学泌尿器科,三 信会

原病院泌尿器科,国 立福岡中央病院泌尿器科,九 州厚生

年金病院泌尿器科,宮 崎県立病院泌尿器科および広島赤

十字病院泌尿器科入院の複雑性尿路感染症患者を対象と

した。

性別,年 令は150mg/日 群では男18例,女7例 で,

20才 か ら83才 に分布し,200mg/日 群 では男19例,女7

例で,24才 か ら87才 に分布していた。

投与方法は150mg/日 群 は75mgを 朝夕2回 に 分

けて筋注し,200mg/日 群 では100mgを 朝夕2回 に

分けて筋注した。

投与期間は原則として5日 間連続であるが,1例 のみ

3日 間投与した。

なお,薬 剤は,症 例No.2～7,16,27,28,30～

32,34,35,46は 三共品,そ の他の症例はSchering社

品 を使用した。

II.臨 床効果判定基準

臨床効果判定は,UTI研 究会 作成によるUTI薬 効

評価基準2)の 慢性症における薬効評価基準(第2版)に

準 じて行った。

III.成 績

検討51例 の 詳細はTable1お よびTable2に 呈示

す る とお りで あ る。 臨 床 成 績 の 結果 はTable3の 如 く

著 効7群,有 効15例,無 効23例 で あ り,脱 落 の6例 を除

い た45例 中 有 効 以 上 が22例 で,有 効率49%で あ った。

150mg/日 群 の有 効 率 は43%で あ り,200mg/日 群 では

54%で あ った 。 他 剤無 効 例 に 対 す る 臨 床 効 果 は 著効1

例,有 効5例,無 効9例 であ り,脱 落 の2例 を除 いた15

例 中有 効 以 上 が6例 で有 効 率 は40%で あ った 。

細菌 学 的 効 果 を検 討 す る と,Table4の とお りで,尿

中 分離 菌66株 中 消失35株(53%),減 少2株(3%),存

続17株(26%),交 代11株(17%)で あ った。 消失 率は

150mg/日 群 の45%に 対 して200mg/日 群 は59%と よ

り高 い 消 失 率 で あ っ た。 分 離株 の 詳細 は150mg/日 群

はTable5に,200mg/日 群 はTable6に 呈 示 して

い る よ うに,E.coliは9株 す べ て消 失,Klebsiella3

株 はす べ て 消失,Pseudomonas17株 中 消失5株,存 続

7株,交 代5株,Serratia10株 中消 失2株,減 少2株,

存 続6株,交 代1株 と基礎 的研 究 か ら期待 され る臨床効

果 が 得 られ た 。 と りわ け 最 近 のGentamicin耐 性 の最

も高率 な菌 種 で あ る5erratiaに 関 しては 満 足す べ き結

果 を得 た。

臨床 分 離 菌64株 二に対 して,日 本 化 学療 法 学会 感 受性測

定法 に 準 じて 最小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)を 測定 した。接

種菌 量106cells/m1で のMICはTable7に 示 す と

お りであ った 。 す なわ ち,E.coli6株,Proteusmtra-

bilis2株,Klebsiella pneumoniae2株 す べ てMIC

値 は低 か った 。Pseudomonas aeruginosa14株 中4株,

5erratia14株 中5株 に 低 いMIC値 を認 め た。

3濃 度 デ ィ ス ク法 に よ るGentamicin感 受 性 を 検 討

す る と,Table1お よ び2に 示 してい る よ うに23株 中

Table 3 Clinical results of Netilmicin classified by dosage

Table 4 Bacteriological results
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Table 5 Bacteriological results (75 mg •~ 2/day)

G. N. B.: gram negative bacilli

Table 6 Bacteriological results (100 mg •~ 2/day)
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Table 7 MICs of Netilmicin against clinical isolates

12株(50%)に 感受性を認めた。その12株 の うち,11株

は本剤投与により菌は消失した。Gentamicin低 感受性

菌は23株 中11株 であったが,そ のうちSerratia,E.coli

Proteus mirabilis,Klebsiella pnemoniaeそ れぞれ

1株 ずつ計4株 が本剤投与により消失した。

IV.副 作 用

投与症例中注射部位痛,ア レルギー症状,消 化器症状

等の自他覚症状の異常を認めた例はなかった。投与前後

の血液所見はFig.2に 示 す とお りで,GOT-GPT上

昇 を200mg/日 群26例 中2例 に認めたが,2例 とも投

与中止後正常に 復した。 なお,150mg/日 群25例 中に

BUN値 が23mg/d1か ら30mg/dlに 上昇した ため

に投与を中止した1例 を認めた。

V.考 按

アミノ配糖体系抗生物質はす ぐれた抗生剤の1つ であ

り,な かでも難治性感染症の治療にはGentamicinの

占める地位は重要である。 しかし,最 近はGentamicin

の感受性は 低下し,耐 性菌が 増加している状況3)で あ

る。また,泌 尿器科領域では腎機能障害者が少なくない

ため,腎 毒性,聴 器毒性の少ない安全性の高い抗生剤が

要求されている。Netilmicinは このような状況下に開

発されたアミノ配糖体系抗生剤である。

今回,わ れわれの治験では,泌 尿器科医が最も治療に

困惑する複雑性尿路感染症を対象とし,前 述したように

200mg/日 群で約54%の 有効率をおさめた。

Gentamicinは 開発当初,Pseudomms aeruginosa,

Proteus sp.,Klebsiellaな どの弱毒性耐性菌に有効4)

であったが,近 年感受性が低下し耐性菌が増加3)しつつ

ある。本治験では,Netilmicin投 与 により,Gentamicin

感受性株12株 中11株 に,Gentamicin低 感受性株11株中

4株 に消失をみた点は一応 満足すべき結果と考えてい

る。

また,本 剤は比較的腎毒性,聴 器毒性が低いため,安

全性が高い1)と され,わ れわれも75mg×2/日 と比較

的大量な100mg×2/日 の2群 にわけ検討 してみた。

100mg×2/日 群の方が 有効率,菌 消失率ともに良い結

果をおさめ,副 作用では とくに両者に差を認めなかっ

た。

以上を総括すると本剤はGentamicinと 同等またはそ

れ以上の臨床効果を有する安全性の比較的高いアミノ配
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Fig. 2 Clinical laboratory findings
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糖体系抗生剤と考える。
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Fifty-one inpatients diagnosed as complicated urinary tract infections at the Department of Urology in the

Kyushu University Hospital and in 7 related institutions from March to May in 1979 were treated with Netil-
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micin at a daily dose of 150 or 200 mg in order to evaluate its efficacy and safety.

Twenty-five cases entered into the 150 mg group, but 4 dropped out. Netilmicin was clinically evaluated

to be markedly effective in 3, effective in 6, and ineffective in 12 of the 21 cases with an efficacy rate of

43% in this group. Twenty-six cases entered into the 200 mg group, but 2 dropped out. The drug was

clinically evaluated to be markedly effective in 4, effective in 9, and ineffective in 11 of the 24 cases with

an efficacy rate of 54% in this group. Bacteriologically, out of 29 strains of bacteria isolated 13 (45%)

disappeared, one (3%) reduced in number, 11 (38%) persisted and 4 (14%) were replaced by other strains

in the 150 mg group.

In the 200 mg group, out of 37 strains isolated 22 strains (59%) were eradicated, one (3%) reduced in

number, 6 (16%) were persisted and 7 (19%) were replaced by other strains.

Side effects including allergic symptoms and gastroenteric disturbance did not occur in any cases. Labora-

tory tests demonstrated the increased BUN levels in 1 case in the 150 mg group, and the elevated GOT and

GPT levels in 2 cases each in the 200 mg group.


